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ネズ爺

ハテニャン

Vol.14　リンクトレーナー

ハ：今回は、飛ばない飛行機のおもちゃの発明ですか？
爺：飛ばないというのは当たっておる。これは、米軍で使われた飛行シミュレーターじゃ。
ハ：えっ、これが！？　うーん、いくら訓練生が使うといっても、ちょっとおもちゃっぽ

くないですか？
爺：見た目で判断してはイカン！　このシミュレーターは飛行士にとって重要な技能を身

に付けるために役立ったのじゃ。

今回の特許公報：飛行訓練装置

米国特許第 1,825,462 号
発明の名称：COMBINATION TRAINING 
DEVICE FOR STUDENT AVIATORS 
AND ENTERTAINMENT APPARATUS
発明者：Edwin A. Link Jr.
出願日：1930 年 03 月 12 日
登録日：1931 年 09 月 29 日

ほのぼの系ですニャ。

遊園地のコインライドとは、
機能が違うのじゃ。
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２．計器飛行訓練と本件特許のクレーム

爺：このシミュレーターの実物写真を見てもらおう。

ハ：特許図面と全く同じですね。でも、見れば見るほどお
もちゃっぽいなぁ……。

爺：コラ！　このシミュレーターは高度な機能を有してお
り、商業的にも成功したんじゃ。まぁ、全く新しい装
置だったため、最初は鳴かず飛ばずだったんじゃがな。

ハ：あれ？　発明の名称に「ENTERTAINMENT�APPARATUS」
……娯楽装置とも書いてありますね。なんだ、遊園地
に置かれる遊戯具でもあったんですね！

爺：発明者のエドウィン・リンク※５は、自動ピアノや自
動オルガンを造っていた会社の２代目だったんじゃ。
発明当時、この装置は飛行シミュレーターのパイオニ
アじゃったから、これが重要な訓練装置となるかどう
かは未知数だったんじゃよ。娯楽装置は保険じゃな。

ハ：逆にいえば、当時、誰も飛行シミュレーターの重要性
に気づいていなかったのですね。なぜ、これが大ヒッ
ト製品になったのですか？

爺：1934年、米国で飛行機の定期航路において大事件が
あったのじゃよ。

ハ：どんな事件ですか？
爺：陸軍航空隊が民間航空会社に代わって航空郵便を開始

したところ、事故が多発したのじゃ。当時の飛行機は、
オープンコックピットで風を感じながら外の景色を
見て操縦していたのじゃよ※６。他の飛行機と戦闘す
る軍用機では、なおさらその傾向が強かったのじゃ。

ハ：長時間の単調な飛行に不慣れだったんですね。
爺：それだけではない。航空郵便は時間との勝負じゃ。天

候が多少悪くても荷物を運ばなければならん。
ハ：定期便って大変なことなのですね。

爺：２月下旬に米陸軍が仕事を開始してから５月まで、
たった３カ月強で13名のパイロットを失ったのじゃ。

ハ：うわ、それは一大事ですね！
爺：この一連の事故で米陸軍は計器飛行訓練の重要さを認

識したのじゃよ。そして、６台のリンクトレーナーを
導入したんじゃ。本件発明のクレームを見てみるゾ。

ハ：ずいぶんシンプルだニャ～。
爺：権利としては強力ということじゃ。
ハ：なるほど。計器飛行訓練の話に戻りますが、実物には

頭を覆うカバーがありますね。これを閉めて、照明に
照らされた計器を読み取っていたんですね。でも、そ
れだけで本当に計器飛行訓練になるのでしょうか？

爺：フォッフォッフォ。ならんじゃろうな。
ハ：わっ。何なんですか！　それ。
爺：このリンクトレーナーのすごさは、下記の飛行経路ト

レース装置にあったのじゃよ。操作を地図上にトレー
スできるインカー（Inkker）と呼ばれる装置じゃ。

Comments

※４）�『The�Link�Flight�Trainer』（Roberson�Museum�and�Science�Center）
※５）�Edwin�Albert�Link（1904～1981）はニューヨーク州ビンガムトン市にあった父親の自動オルガン・ピアノ会社をベースに、同シミュレー

ション装置の製造会社をつくった。装置の駆動は空気圧で行ったが、空気で演奏する自動オルガンの機構が応用されたようである。
※６）�広大な土地を有する米国では、パイロットは地上の道路や市街等の景色を目印に飛行した。道に迷った場合は、牧場に着陸して、農夫

に場所を聞いたなどという、牧歌的なこともあったようである。なお、当時、東海岸から西海岸への飛行機による移動は一昼夜かかった。
※７）�『Britian’s�Wonderful�Fighting�Forces』（Odhams�Press�Limited）。３輪で動くインカーは、インクで地図上に飛行航路をトレースできる

ようになっていた（インクでトレースするために、「インカー」と呼ばれたのではないかと思われる）。訓練生がいかにうまく計器飛行を
行えたかどうかは、そのトレースされた線を見るだけで一目瞭然。なお、地図上にガラス板を置いて使うため、地図は再利用が可能だった。

１．An apparatus for teaching the art of aeroplaning 
comprising a stationary support, a frame and seat 
pivotally mounted thereon for tilting with respect to 
said support, and fluid actuated means operable from 
said seat for controlling the position of said frame 
and seat on the support.

１．飛行機操縦技術を教授する装置であって、静止
台と、これに枢支され前記台に対して傾斜できる軀
体およびシートと、前記シートから前記台上の前記
軀体およびシートの位置制御を操作できる流体駆動
手段を有する。

出展：『The�Link�
Flight�Trainer』※４

本体

インカー
（飛行経路
トレース装置）

� 出展：『Britian’s�Wonderful�Fighting�Forces』※７
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３．日本におけるリンクトレーナーの活用

ハ：おぉっ！　これは優れモノですね！　パイロットの計
器飛行の技量が客観的に分かりますね。

爺：うむ。リンクトレーナーは第二次世界大戦にかけて連
合軍のパイロット養成に広く利用され、ピーク時は週
80台を生産するヒット商品になっていたのじゃ※８。

ハ：それはすごいニャ！
爺：日本でも使用されていたんじゃよ。下の写真を見るが

よい。日本陸軍での使用を示す写真じゃ。

ハ：日本でも使っていたとは！　びっくりポンです。
爺：ちなみに、日本軍のパイロット訓練生は、このリンク

トレーナー※10を「ハトポッポ」と呼んでいたのじゃよ。
ハ：プッ、カワイイ呼び方ですね。
爺：少しばかにするような響きが入っていると思わんか？
ハ：うーん、言われてみれば、確かにそうですね。
爺：日本は、リンクトレーナーを計器飛行訓練に使ってい

なかったのではないかとワシは踏んでおる。

ハ：え？　だったら、この装置による訓練の意味は半減で
すね。

爺：そうじゃ。計器飛行訓練がなければ、操縦のイロハを
習う装置にすぎない。ばかにする気持ちも出てこよ
う。次の日本の実用新案出願※11を見るのじゃ。

ハ：うわ、日本にもこんな出願が！　あれ？　訓練生の頭
を覆うカバーが描かれてないですね。

爺：この出願はリンクトレーナーを念頭に置いたものであ
ることは明らかじゃ。カバーがないということは計器
飛行訓練をしていなかった証左ではないかのう。

ハ：日本は装置を使いこなせなかったんでしょうか？
爺：インカーは、リンク社の他の米国特許にも、全く開示

されておらん。軍事的な秘密技術であったのかもしれ
ん。おまけに1930年も後半になれば、日本は米国の
仮想敵国じゃ。日本に対しては秘密扱いされたのでは
ないかと、ワシは推測しておる。

ハ：うーん、なるほど。あり得そうな話ですね。

Comments

※８）�戦争中１万台以上が生産され、米国では50万人のパイロットがこの飛行シミュレーターで訓練を受けたといわれる。
※９）�1943年、日本陸軍明野飛行学校における撮影である。「地上演習機」とも呼ばれていた。写真の２台は、いずれもリンク社製の製品

（あるいは純正ライセンス品）に見える。計器飛行訓練を行うためには前ページの写真のようにインカーのトレース用デスクが必要
であるが、この写真には写っていない。奥の装置は台座がキャスター式になっている（片付けを容易にするため？）ことを考えると、
インカー装置は装備されていなかった可能性が高いと思われる。『陸軍航空隊の記録（第１集）』（菊池俊吉、文林堂、p.169）

※10）�1937年より東京航空計器株式会社がライセンス生産したようである。戦後、自衛隊創立後もリンクトレーナーが飛行訓練に使われ
た。ただし、上記の理由から、インカー装置が活用されたのは、戦後になってからではないかと筆者は推測している。

※11）実用新案公告6861号公報〈出願日：昭和11（1936）年７月13日〉で、考案の名称は「飛行練習機用擬『ジャイロ』方位針」であった。
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